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はじめに
　本論の目的は，華人系シンガポール人のエス
ニック・アイデンティティの多様性を複数の
チャイニーズ・ミュージアムの設立目的や展示
方法に可視化する形で類型的に整理し，その多
様化の要因について分析することにある（1）。
　華人とはだれか。世界中の多くの地域で，中
国各地にルーツを持つ人々はその移民先におい
て自身のエスニック・アイデンティティについ
て問われ，また自問してきた歴史がある。だが，
シンガポール華人については多くの場合，プラ
ナカンを除いては植民地時代から近年に至るま
で，華人アイデンティティが文化的問題として
表面化するのは稀であった（2）。
　多民族都市国家シンガポールにおける華人系
シンガポール人のエスニック・アイデンティ
ティについての研究は歴史的にはグローバルな
チャイニーズ・ディアスポラ視点から，独立後
は国民統合の政治的視点からの客観的認知研究
が多い傾向にある。
　しかし，本論で取り上げるように1990年代以
降，特に21世紀に入ってから人口動態や言語環
境の変化などから，華人系が自らのエスニッ
ク・アイデンティティの不安定さを問う場面が
増えてきた［奥村，2006］。
　また最近の問題として，中国からの新移民の
増加がシンガポール社会の言語・文化環境に与
える影響力の拡大が注目されている。本論はこ
の分野の研究に寄与するものである。さらには
グローバルな視点で広く華人のローカル化とア
イデンティティに関する議論にも新たな視座を
提起する。
　調査方法としては人口統計，文献の調査，ま
た各センターや博物館の催事や展示の観察を中
心に，2016年，2017年，2018年の 9 月に関係者
へのインタビューも実施した。
Ⅰ．背景
　シンガポールは21世紀に入り，2015年に独立
50周年そして「独立の父」リー・クアンユーの
死，2019年 3 月には「近代シンガポール設立の
父」スタンフォード・ラッフルズ上陸200周年，
と歴史的イベントと出来事が相次いでいる（3）。
8 月 9 日のナショナルデーには独立以来例年，
「独立○○周年」のイベントが開催されてきた
が，2019年は特別にBicentennial…Anniversary…
200周年記念」と銘打ったイベントが開催され
た。そのような歴史的段階にある現在，華人の
エスニック・アイデンティティの在り方は変動
期を迎えているようである。
　1819年にスタンフォード・ラッフルズがシン
ガポールの地に上陸し，植民地を計画した時点
から政策上も実際の居住地域も民族別の分割統
治を敷いた。現在のシンガポールは多民族国家
であり，人口は約564万人，主要な人口内訳は
華人系（76.2％），マレー系（15%），インド系
（7.4%） そ の 他（1.4％） と な っ て い る
（　 ）155─　　─142
シンガポールのミュージアム活動にみる華人アイデンティティ表出の多様化…──ディアスポラ，ローカリティ，ハイブリディティ──
（Department…of…Statistics…Singapore…2018）。
　シンガポールは1965年の独立後も分割統治を
踏襲し，「CMIO政策」という国民統合政策を
実施してきた。CMIO政策は華人系（Chinese），
マレー系（Malay），インド系（Indian），その
他（Others）の主要エスニック集団の英語の
頭文字をとっている。この分類はエスニック集
団・言語・文化（・宗教）を 1 組に類型化して
統治することが目的であった。このようにして
多民族社会でありながら，政府主導で国民を形
成し，国民統合を図ってきたのである…［Wee…
2009］。このエスニシティの分類は政府側の客
観的認知に基づいており，政策的分類であるこ
とから「国定エスニシティ」と呼ぶことができ
よう［奥村　2009］。CMIO政策実施過程にお
いては中国からの移民とその子孫はその出身地
域に関係なく，“C”，すなわち「チャイニーズ
Chinese」という一つのカテゴリーに括られて
いった。
　つまり，植民地時代から近年に至るまで客観
的認知は政府によって決定され，主観的認知も
それに追随する傾向にあった。同民族で形成さ
れる生活圏ではあえて，自身のエスニック・ア
イデンティティを問う場面は少ない。
　ところが近年，このCMIO政策が揺らいでき
ている。CMIOのカテゴリーの境界が曖昧に
なってきたのである。するとそれまで客観的認
知に大きく依存していた華人系シンガポール人
の主観的認知も，ここきて「自分は何者か」を
深刻に問う現象が生じてきた。その政策の揺ら
ぎの要因としては，以下の要因があげられる。
第 1 に，英語教育の浸透によって英語が事実上
のリンガ・フランカとなっていること。それに
より，同じ言語を話すことによりエスニック集
団を超えた社会的紐帯が形成され，エスニック
集団を越境した結婚（inter-ethnic…marriage）
も増加している。第 2 に，若年層の高学歴化・
海外留学の増加，第 3 に，英語教育を受けたエ
リート層がより良い就職機会を求めての頭脳流
出，第 4 に，逆にシンガポールにより良い就職
機会を求めての外国人の流入，特に新華僑のプ
レゼンスの拡大である。
　第 1 については，言語学の立場からシンガ
ポール標準英語を上層語（アクロレクト）と位
置づけ，シングリッシュというシンガポール独
自の英語を下層語（バジレクト）とした，シン
ガポールの英語の重層性についての研究がある
［Gupta……2010］。また，第 2 や第 3 の人口動態
の変化と国民統合との関係については日本でも
田 村 が 長 期 に 渡 り 観 察 を 続 け て い る［ 田
村　2000，2013］。また田村は第 4 の新華僑の
増加が引き起こす最新の社会問題についても注
目している［田村　2018］。アジアの英語化の
文化に及ぼす影響についてはマレーシアのタム
らを中心に共同研究があり，その中でウィーは
英語化をシンガポールの国民文化形成の観点か
ら論じている［Wee……2009］。このように英語
と華語の言語分野や国民統合への影響について
各々に論じる研究はあるが，英語圏文化と華語
圏文化の狭間で揺れる境界人としての華人系シ
ンガポール人のアイデンティティについての研
究は多くはない。
　従って本論では特に第 1 と第 4 の要因，すな
わち英語化の進行と，新華僑のプレゼンスの拡
大について注目する。なぜなら，これら 2 つの
要因はCMIO政策の揺らぎ，という政府の民族
政策のみでなく，現在の華人系の主観的認知，
すなわちエスニック・アイデンティティに直接
影響を及ぼしているからである。
　まず英語化の進行には 2 言語教育政策が影響
している。シンガポールはその独立経緯から国
語はマレー語だが，公用語は英語，中国語（北
京語），マレー語，タミール語の 4 種類である。
1965年の独立以来シンガポール政府は英語を中
心とした 2 言語教育政策を促進しており，行政
やビジネスの場面では英語が最も多く使用され
ている。そのために英語が多民族国家の国民の
あいだでの緩やかな共通語となった［Lee…
2012］。
　ところが2000年に開始された「良い英語を話
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そう運動Speak…Good…English…Movement」
　によって英語化はさらに加速し，若い華人系
シンガポール人の多くは英語で中国文化を学
び，英語圏文化のフィルターを通して中国文化
を学習している。衝撃的だったのは，ストレイ
ト・タイムズ紙に掲載された世論調査の記事で
あ っ た。“To…be…or…not… to…be…Chinese”
［ST,15,Jan.2000］によると「生まれ変わるなら
何人になりたいか」という1999年12月の調査で，
マレー系の若者だけは「生まれ変わってもマ
レー系」が90…%だったが，華人系の若者では
12％が白人に，10％が日本人に生まれ変わりた
い，インド系は15％が白人に生まれ変わりたい，
とした。この結果は大きな反響を呼んだ。それ
は英語圏文化が如何に一般市民に浸透している
か，という証でもあった。2000年代が進むに従
い，ICTのさらなる発達とSNSの拡大により英
語の地位も上がってくる。
　 5 歳以上の華人系がおもに家庭で話す言語
は，華語は2000年45.1％から2010年には47.7％
と微増だが，英語は23.9％から32.6％と大きく
伸ばし，「方言」は30.7％から19.2％と激減した。
年齢別では， 5 歳から14歳の年齢層では，華人
系52％，インド系50％，マレー人でも26％が家
庭で英語を話す，と回答している。学歴別では，
大卒者の英語使用は49.4％，華語は40.8％であ
る［‘Census… of… Population… 2010,…Table… 47,…
Table52…and…Table…56’,‘Census…of…Population…
Statistical… Release… 1,… 12…On…Demographic…
Characteristics,… Education,… Language… and…
Religion,…Department…of…Statistics,Singapore.…
　http://www.singstat.gov.sg…］。それでも国
内 的 に は 他 の エ ス ニ ッ ク 集 団 と の 対 比 で
“Chinese”というアイデンティティを共有する
ことができた。
　しかし近年，著しく増加する新華僑（「中国
人」）と日常的に接する際に感じる違和感も高
ま り， 新 た に“ チ ャ イ ニ ー ズ ら し さ
Chineseness”の正統性を問う問題が浮上して
いる。中国人は1990…年から…2009年までに約50
から60万人増加し，2010年の総人口に占める中
国からの長期滞在者（永住権保持者と居住者）
は8.8％と推定された［田村，2018：59］…。芸術
文化，スポーツ選手やメディア分野，そして華
語教育の教員にも多い。このような移民第 2 波
の高波を受け，経済的な対抗意識と文化的劣等
感と優越感が混淆した状況も生まれてきている。
　観光客数をみても，2017年度総観光客数の
23.6％が中国（香港含）からの観光客であり，
一時滞在者も増加していることから，シンガ
ポール人が日常的に中国からの移民，観光客と
接する機会が頻繁となっている。新華僑が自分
たちこそ「本家」の中国文化の担い手であると
自負し，華人系シンガポール人の文化を亜流と
するような態度が現地の人々が反感を抱く要因
ともなっている。英語圏のフィルターを通して
中国文化を学んできた世代にとっては，中国は
父祖の出身地ではあるが「外国」の意識がある。
中国からの新移民の増加が，中国との差異化を
意識することになり，その結果，英語立国とし
てのアイデンティティを強化する状況になって
いる。
　このような英語化の進行と新華僑増加と同時
期に，相次いで各種ミュージアム，特にチャイ
ニーズ・ミュージアムは複数設立されてきた。
本論ではこの同期性は偶然ではなく，これらの
要因による華人エスニシティの不安定化が多様
なミュージアム活動に多様な形状で可視化され
ていると考える。
Ⅱ．国家遺産局（NHB）によるエスニック・
ミュージアムの設立
　シンガポールは東京23区内ほどの狭い国土に
現在，72ものナショナル・モニュメントがある
（2019年 3 月現在）。ナショナル・モニュメント
とは「歴史的・伝統的・建築学的・芸術的に価
値ある建物・建造物」と定義され，宗教施設や
旧植民地行政施設，ミュージアムやアートギャ
ラリーなどに転用された歴史的建造物も含まれ
る（4）。その多くが1990年代以降に指定・設立さ
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れた。
　シンガポール政府は1993年に国家遺産局
（National…Heritage…Board，以下NHB）を設置
した。その後，NHB主導で1995年に国立博物
館内の改装を皮切りに次々とエスニック・
ミュージアム（カルチャーセンターを含む）を
設立していった。主なエスニック・ミュージア
ムだけ取り上げてみても，1995年設立のチャイ
ニ ー ズ・ ヘ リ テ ー ジ・ セ ン タ ー（Chinese…
Heritage…Centre），チャイナタウン・ヘリテー
ジ・センター（Chinatown…Heritage…Centre），
2004年のマレ ・ーヘリテージ・センター（Malay…
Heritage…Centre），2008年のプラナカン・ミュー
ジアム（Peranakan…Museum），2012年のイン
デ ィ ア ン・ ヘ リ テ ー ジ・ セ ン タ ー（Indian…
Heritage…Centre）がある。なお，2017年に設
立されたシンガポール・チャイニーズ文化セン
ター（Singapore…Chinese…Culture…Centre）は
他のエスニック・ミュージアムとは異なり，常
設の展示を持たない。多民族社会に根付き，そ
こで生きられている華人系シンガポール人の文
化活動の場として設立された。娯楽，イベント
開催の場としてホールが用意され，講演会から
歌謡，ダンスまで幅広く，地域の華人系の人々
の娯楽の場を提供している。
　また，2015年に中国政府が設立した中国文化
中心（China…Cultural…Center）も存在している。
　中華文化の中での中国（本場の）文化の正統
性を強調している。他の施設はイギリス英語表
記の“Centre”を使用しているが，この施設
のみ“Center”と英語のスペルがアメリカ英
語表記になっていることにも注目したい。中国
はシンガポールとは異なり，「イギリスの文化
的影響」とは一線を画している，という姿勢の
表明とも読める。 1 階にはゴー・チョクトン元
首相と習近平国家主席が握手している写真，中
国の紫檀の家具や工芸品が飾られている。2018
年 9 月に筆者が訪問した時には，アジア地域の
習字大会が開催され，「覇王別姫」などの映画
上映のポスターなども貼ってあった。特に習字
大会では，中国の有名書家の作品，また漢字の
歴史と書体の変化が辿れる作品なども展示して
いる。つまり，このセンターでは，中華文化世
界の偉大さと普遍性を顕示し，シンガポールと
中国との両国友好促進を図ることが目的となっ
ている。
　本論で注目したいのは複数設立されたチャイ
ニーズ・ミュージアムである。他の主要エスニッ
ク集団対象のエスニック・ミュージアムは 1 エ
スニック集団あたり 1 館であるが，チャイニー
ズ・ミュージアムのみ 5 館（うちNHBが設立
したのは 3 館）もある。それらの設立目的と活
動方針を検討すると，シンガポールにおける最
大のエスニック集団である華人系アイデンティ
ティの多様性が表象，可視化されている状況が
みえてくる。
　その中から主要な 3 つのミュージアム，すな
わちチャイニーズ・ヘリテージ・センター
Chinese…Heritage…Centre，チャイナタウン・
ヘ リ テ ー ジ・ セ ン タ ーChinatown…Heritage…
Centre，そしてプラナカン博物館Peranakan…
Museumを取り上げ，シンガポール華人のエス
ニシティの多様な表出形態の整理，類型化を試
みたい。
　以下にエスニック・ミユージアムを設立年代
順に一覧表を作成した。
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表 1．エスニック・ミュージアムとキャッチフレーズ
設立年 館名（設立団体） キャッチフレーズ
1995 国立博物館の改装
1995
Chinese…Heritage…Centre
（NPO→大学研究センター）
程度の差はあっても皆，チャイニーズと呼ばれて。
“Called…Chinese,…More…or…Less”
2002…
（2015改装）
Chinatown…Heritage…Centre
（NHB）
ノスタルジアを体験しよう。（移民当時）の生活状
況を垣間見てみよう。
“Experience…a…sense…of…nostalgia...
Take… a… glimpse… into… the… living… conditions… of…
households”…
→チャイナタウン発見の第一歩
“Your…first…step…to…discovering…Chinatown”
2004…
Malay…Heritage…Centre
（NHB）
帰ろう，私のルーツへ，生きた民族遺産へ。
“Back…to…My…Roots,…Live…Heritage”
2008
（…2019年…
改装中）
Peranakan…Museum
（NHB）
ようこそ，プラナカンの人々の世界に。
“Enter…the…World…of…the…Peranakans”
2012
Indian…Heritage…Centre
（NHB）
（特にキャッチフレーズなし）
インド（特に南インド）の文化紹介
2015
中国文化中心
CCC：…China…Cultural…Center
（中国政府）
中国とシンガポールの懸け橋となる文化交流の場
を目指す。
2017
2010？
SCCC：…Singapore…Chinese…
Cultural…Centre
（NHB）
固い絆の多民族社会に根差し，生き生きとした
シンガポールのチャイニーズ文化
“A…vibrant…Singapore…Chinese…Culture,…
rooted…in…a…cohesive,…multi-racial…society”
【筆者作成。キャッチフレーズ和訳は展示内容を反映しての筆者意訳。】
　表 1「主なエスニック・ミュージアムとキャッ
チフレーズ」では，主たるエスニック・ミュー
ジアム，その設立時期とキャッチフレーズを整
理した。キャッチフレーズからは，誰を基本的
な展示対象として，また誰を基本的な来館対象
として設定しているかなど，各館の方針の特徴
を読み取ることができる。チャイニーズ・ヘリ
テージ・センターは「程度の差はあっても皆，
チャイニーズと呼ばれて」（“Called…Chinese,…
more…or… less”），というキャッチフレーズと，
チャイニーズというディアスポラを展示対象
に，主に華人系の生徒や研究者を来館対象にし
ている。チャイナタウン・ヘリテージ・センター
設立時は「ノスタルジアを体験しよう．．．（移
民当時の）生活状況を垣間見てみよう。」
（“Experience…a…nostalgia……Take…a…glimpse…
into…the… living…conditions…of…households”） そ
して改装後は「チャイナタウン発見の第一歩」
（“Your…first…step…to…discovering…Chinatown”）
なるキャッチフレーズを掲げて，チャイナタウ
ンに生きた人々の暮らしぶりを展示対象にして
いる。その想定来客者は華人系シンガポール人
と観光客である。
　プラナカン博物館は展示文化の当該者と観覧
者の間に他者性が強い。マレー・ヘリテージ・
センターと比較すると展示文化の当該者と観覧
者との間の関係性が対照的である。マレー・ヘ
リテージ・センターは，「帰ろう，生きた遺産，
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私 の ル ー ツ に 」（“Back…to…My…Roots,…Live…
Heritage”）と，「私のルーツ」（My…Roots）を
掲げて，マレー人エスニック集団とマレー人で
ある「私」との私的な連帯を謳い，現在まで連
綿と続くマレー文化の継続性・継承が強調して
いる。このミュージアムの第一義的想定来館者
は「身内」のマレー人である。それに対してプ
ラナカン博物館のキャッチフレーズは，「よう
こそ，プラナカンの人々の世界へ」（“Enter…
the…World…of… the…Peranakans”）。ここには，
植民地時代に活発に活動した集団であったプラ
ナカンの人々の世界を再現する試みがある。
キャッチフレーズ冒頭には“Enter”とあるが，
展 示 内 容 か ら す る と ニ ュ ア ン ス と し て は
“Please…enter”,…“Welcome”というような雰
囲気を示している。この施設だけ“Cultural…
Centre”ではなく“Museum”としている点は
他者性を際立たせている。
　このように各ミュージアムの活動はシンガ
ポールのチャイニーズ文化を多様な形で代表し
ているのである。
Ⅲ．主要チャイニーズ・ミュージアムにみる
華人アイデンティティ
　本章では，主要な 3 つのミュージアムをとり
あげ，それらの展示内容・活動を事例にシンガ
ポール華人のエスニシティの多様な表出形態を
抽出・整理し，類型化を試みる。これらのミュー
ジアム設立年の順番が華人アイデンティティの
変容過程を示していると考える。なお，これら
3 つのミュージアムは，チャイニーズ・ミュー
ジアムであるがゆえに，当然共通点も多く，重
複する展示もあり，エスニシティの表示形態も
複合的な形をとっている。ゆえに，本論で試み
る「類型化」は，あくまでもそれらの施設の建
設目的と展示の傾向を分析するために，特に各
施設の特徴的な展示を上げていることを追記し
ておく。
　チャイニーズ・アイデンティティの類型化に
ついては本論では主に，言語との関係を重視す
る。中国には古代からの書き言葉の存在があり，
その「書」の文化は中国文明の根幹であるとさ
れる［イエ　2006：136；パン　1995：300］。
本論ではタンによる多様な類型を参考に議論を
進める［Tan　2008］。
　アンダーソンは「国民［nation］とはイメー
ジとして心に描かれたもの」と定義した（アン
ダーソン　1987：16。［］内は筆者加筆）。それ
は言語によって想像された共同体である。「資
本主義，印刷・出版が 1 言語［ある特定言語］
だ け を 知 る 大 量 の 読 者 公 衆 を 創 出 」（ 上
掲　1987：255）して初めて，その共同体内の
相互理解・共同体の形成が可能となるのだ。
　「民族」もまた，英語では同語nationであり，
「国民」と異なり，必ずしも国土を共有すると
は限らないが，ある特定の民族への人々の帰属
意識（主観的認知）を論じる際には，このアン
ダーソンによるnationの概念を援用することは
有効である。
　表 2 は，タンが作成した「言語とチャイニー
ズ・アイデンティティ」の一覧表を筆者が再編
したものである。タンは会話力，識字力（読み
書き能力），親しい人々との会話，公式文書，
共同体内での言語，という 5 つの項目を挙げて，
AからDの 4 つの型を特定している。
　A型のチャイニーズは，チャイニーズ言語で
の会話力と識字力があり，親しい人々との会話
や公式文書はチャイニーズを使用し，共同体内
で使用する言語は北京語か他の地方言語であ
る。B型はチャイニーズ言語の会話力があり，
親しい人々との会話はチャイニーズで話すが，
識字力は低く，公式文書は選択肢があれば非
チャイニーズを使用し，共同体内での言語は
チャイニーズか，非チャイニーズ，あるいは両
言語を併用する。C型はほぼB型と同様である
が，識字力はより低く，公式文書では非チャイ
ニーズを用いる。D型は最もチャイニーズ言語
能力が低い。チャイニーズは全く話せないか，
変種言語を話す。識字能力は最も低く公式文書
は非チャイニーズを使用し，共同体内での言語
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も可能であれば他言語を使用するといわれる。
　このようなタンの類型を参考にすると， 3 つ
のミュージアムの特徴が浮かび上がってくる。
すなわち，チャイニーズ・ヘリテージ・センター
はA型，チャイナタウン・ヘリテージ・センター
はA型とB型のコンビネーション，プラナカン・
ミュージアムはC型，ないしはD型である。こ
のように分類する理由は以下に説明する。
表 2．言語とチャイニーズ・アイデンティティ
型 会話力 識字力 親しい人々との会話 公式文書 共同体内での言語
A 〇 〇 Chinese Chinese 北京語か他地方語
B 〇 × Chinese
選択肢があればNon-
Chinese
Chinese兼，または
Non-Chinese
C 〇 × Chinese Non-Chinese
Chinese兼，または
Non-Chinese
D
変種
または×
×
できれば
Non-Chinese
Non-Chinese
できれば
Non-Chinese
【［Tan…1998：42］の表を基に筆者作成】
1 ．ディアスポラ：チャイニーズ・ヘリテージ・
センター（ChineseHeritageCentre）
　“Chinese,…More…or…Less”とキャッチフレー
ズに掲げてある。「程度の差はあっても皆，チャ
イニーズ」であるとはどのようなことか。各地
にディアスポラとして拡散した中国をルーツと
する人々が現在どれだけ血縁が濃いか，あるい
は中華文明をどの程度共有するか，というチャ
イニーズとしてのエスニシティを共有している
現状を強調している。
　つまり，この博物館の展示では華僑のグロー
バル・ディアスポラがテーマとなっている。華
僑を送り出した地域の紹介とシンガポールや東
南アジアだけではなく，米国や欧州にも移民し
た華僑・華人の歴史を網羅している。展示の主
眼は華僑がいかに移民先で苦労し勤勉に働いた
か，人種差別に苦しんだか，そして落地生根し
た地域に社会貢献しているかを強調している。
西欧の黄禍論に基づいたポスター，ハリウッド
の釣り目で辮髪の中国人に対するステレオタイ
プやカリカチュアなども展示してあり，その後
にそのような偏見と闘いながら異国の地で成功
した華僑・華人の展示が続く。特に同郷組織の
ネットワークと故郷とのつながりについての展
示があり，また中国のナショナリズム運動展開
の年表と華僑・華人の海外でのナショナリズム
運動展開の年表を一部屋の両壁に並行展示して
いることで，中国本土との歴史的つながりを空
間的に示している。ディアスポラ→中国のナ
ショナリズムとの関係→英領マラヤ→コスモポ
リタンのチャイニーズとしてインドネシアのプ
ラナカン，マラヤのババ，フィリピンのメス
ティーソの順に移民の歴史的展開をたどれるよ
う に な っ て い る。 最 後 は“Intercultural…
Identities”として華人系の間だけでなく，華
人系以外の人々からもアイデンティティが問わ
れる現状について展示している。
　このセンターの展示は全体的に学術的な，体
験型アプローチを取っており，教育的・啓蒙的
傾向が強い。このセンターは1995年，シンガポー
ルの華僑系資本によって非営利団体として設立
された。その後，2011年に南洋理工大学の独立
研究センターとなった。これは中国国外で唯一
の華僑・華人関係の大学研究センターである。
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2 ．ローカリティ：チャイナタウン・ヘリテー
ジ・センター（ChinatownHeritageCentre）
　このミュージアムは華人のローカリティ，す
なわち地域性を強調している。NHB設立後，
政府としては 2 言語教育政策に呼応するように
3 つの主要エスニック集団のミュージアムを設
立し，「母文化」への理解を深め，文化を根付
かせようとした。その時すでに非営利団体が
チャイニーズ・ヘリテージ・センターを設立し
ていた。そこで，NHBは「チャイナタウン」
という地域に限定した郷土博物館を設立した。
その後，NHBはマレ ・ーヘリテージ・センター，
インディアン・ヘリテージ・センターと，次々
に設立していくのだが，このセンターはNHB
が設立した一連のミュージアムの中で，最も地
域コミュニティとの関りを重視しているミュー
ジアムである。2015年の改装を経て，より地域
性を重視した展示となっている。ここでは，シ
ンガポール島に入植した華人の当時の生活状況
を生業別に各部屋に再現している。展示内容と
しては，まず 1 階と 2 階にはシンガポール島に
入植した華人の1950年代の生活状況を生業別に
各部屋に再現している。 1 階には仕立屋の部屋
がある。仕立屋の部屋は，あたかも今仕事中で
席を外した，というように作業机には布地や巻
き尺が散らばっており，足踏みミシンなどの横
にジャケットが展示してある。改装前は「現在
ではこれほど（美しい）襟を作れる仕立屋はい
ない」と，いかにも植民地時代の生業を象徴さ
せる説明がついていた。改装後は「背広の生地
サンプルを触ってみよう。熱帯に対応するため
に薄い上質のウールが使用されている」との地
域性に基づいた解説に代わっている。
　 2 階は「生活空間」として，労働者用の狭い
二段ベッドに手ぬぐいやシャツが干してある部
屋，サムスイ・ウーマン（Samsui…Woman）（5），
大工，靴屋，アマ（amah子守）といった労働
者階級の部屋から，漢方医の部屋もある。
　 3 階には1800年代移民開始当初のチャイナタ
ウン独特の光と闇について。同郷集団の会館で
の福祉・医療や教育活動，そして闇の世界（ア
ヘン中毒や賭博，秘密結社，売春など）そして
「（孤独な移民の）死を待つ家」についての展示
もある。このような名もない移民の地道な努力
が現在のシンガポールの繁栄を生んだ，と結ん
でいる。最後には，現代のチャイナタウンの繁
栄の展示，新しい世代の芸術家たちの活動など
が紹介されている。
　このミュージアムの展示からわかるのは，シ
ンガポールという土地での生活ぶりや大衆文化
であり，同様の苦難を克服してきた他の民族も
共有する移民生活史の表出である。特定のエス
ニック集団を強調するというよりも，他のエス
ニック集団に属する国民にも共感できるよう
に，職種別に特化して移民時の苦労について臨
場感を持って体験できるような仕掛けが随所に
みられる。
　設立当初の目的としては，建国世代には過去
のノスタルジア，若者世代には自身のルーツを
学ばせる教育目的があった。しかし独立から半
世紀がたち，ノスタルジアを感じる世代は減少
し，現在の来館者はむしろ観光客のほうが多い
傾向にあるという。
　改装後は，館内を多言語対応のインターフォ
ンを装着して巡るようにし，観覧後は，チケッ
トの半券でチャイナタウンの菓子屋でエッグタ
ルトとお茶か，カレーパフを無料で味わうこと
ができるようにした。ただし，入館料は18シン
ガポールドルと高額になった。
3 ．ハイブリディティ：プラナカン博物館
（PeranakanMuseum）
　シンガポール島と周辺地域という多文化的土
壌でチャイニーズ文化を核に育まれた文化的内
発性と文化的混淆を強調している。プラナカン
の人々には文化的混淆を経て独自のハイ・カル
チャーを育成してきた自負心がある。東南アジ
アではアラブ系，インド系，ユーラシアンのプ
ラナカン共同体も存在する。
　この博物館は主に華人系プラナカンの文化に
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特化した，アジア文明博物館の姉妹博物館であ
る。2008年にアルメニアン通りの旧道南学校を
改装して開館した。
　移民初期の段階では中国からの移民の多くは
男性であったため，現地のマレー人女性と結婚
し中国文化とマレー文化の混淆した独自の言
語・文化を発展させた。その豊かな衣食住の物
質文化通して不可視的価値観や精神を代表させ
るべく体験型展示となっている。視覚のみでな
く，入館者は録音を訊いたり，香りをかいだり，
展示物に触れたりといった聴覚・嗅覚・触覚に
も訴えるよう工夫されている。毎年，特定のテー
マで特別展も実施している。
　 1 階には，「私はだれ？」と題し，プラナカ
ンの人々のポートレートが壁に掲げられ，彼ら
が自らのアイデンティティを語る言葉が添えて
ある。展示室の中央には東南アジアの地図にペ
ナン，マラッカ，シンガポール，その他の東南
アジアのプラナカン居住地域が記されている。
2 階には，冠婚葬祭，特に豪華な婚礼関係の展
示がある。新婚夫婦の豪華な寝台。 3 階は，言
語とファッションがテーマである。 3 つの時代
ごとに当時の電話器が並び，受話器を取ると録
音されたババ・マレー（Baba…Malay　プラナ
カン独自の言葉）での会話が聞こえる。また，
クバヤ（Kebaya　女性の民族衣装）の変遷も
辿る。手書きのバティック（ロウケツ染め），
裾に施された繊細なビーズ刺繍やレース編み，
銀細工のアクセサリーなどが見どころである。
その他，多様な宗教が混淆した信仰を象徴する
祭壇，豊かな食文化を象徴する鮮やかな色彩の
食器を用いたテーブルセッティングの展示もあ
る。ビデオ・コーナーもあり，代表的な料理の
作り方なども紹介している。
　19世紀から20世紀の東南アジア地域におい
て，商業・政治など幅広い分野でプラナカンは
重要な役割を担い，文化的・慈善事業でも指導
的立場を果たした。ここではリー・クアンユー
を含む，各分野で活躍した代表的なプラナカン
の偉業も紹介している。プラナカンの人々は植
民地時代に政府の官僚として，あるいは貿易商
として活躍していたがゆえに親英派と見なさ
れ，日本軍政期そして独立後の不遇な時代を過
ごした。そのとき多くの家具や工芸品などの文
化遺産が失われた。当館は貴重な文化遺産を保
護するとともに，プラナカンの社会的地位復権
についても啓蒙活動を実施し，文化紹介のワー
クショップ開催にも熱心である。
　シンガポールには19世紀にラッフルズととも
に，主にマラッカから移住してきた華人系プラ
ナカンの子孫が多い。当時は海峡華人Straits-
born…Chineseとか，男性はババBaba，女性は
ビビッBibik（年長の主に既婚女性）やニョニャ
NyonyaまたはノニャNonya（未婚女性）とい
う呼称のほうが従来一般的であった。しかし近
年は，文化の内発性や華人系以外のプラナカン
との連帯を強調するがゆえに，プラナカンとい
う語の方が公的には多く使用されている［安里
2013］。
　タンはプラナカンの概念をさらに広げ，英米，
オーストラリア，ニュージーランドなどの英語
圏の華人は世代を経て現地の文化と混淆し，A
型からB型そしてC型の華人系アメリカ人に分
類できるという。つまり，英米他英語圏でC型
に分類できる彼らもまた“ババ・チャイニーズ
Baba…Chinese”であるとしている［Tan…2008…：
43］。
　ゆえに，博物館の意図としては華人性を強調
するよりも文化のハイブリティに焦点を当てて
い る と い え る。 ジ ャ ッ キ ー・ ヨ ン（Jackie…
Yoong）学芸員は筆者との2015年 9 月のインタ
ビューで「プラナカン文化こそ，この地域の内
発的伝統文化である」と語った。またヨンは次
のようにも書いている。「プラナカン文化はそ
の独特の美しい文化のみならず，シンガポール
の多文化共生と文化混淆を代表しているがゆえ
に注目すべきである［Yoong……2008：9 。筆者訳］。
　プラナカン文化は独立後，政府の文化政策に
おいてはあまり顧みられることはなかった。そ
れが俄かに2000年以降，シンガポールの「第 4
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の文化」として内外で注目されている。特に観
光業において建国50周年前後には対外的に大々
的に注目された。プラナカンの菓子，民族衣装，
そして民族衣装を着たハローキティの旅行タグ
（SIA2009年キャンペーン）まで，観光振興に
プラナカン文化がフィーチャーされた。
　以上，シンガポール華人のエスニシティの多
様性について，設立年の時系列順に 3 つの
ミュージアムの特徴について順を追って整理し
てきた。次章では，これらの特徴をもとに，シ
ンガポール華人の新たなアイデンティティの形
成と展開について議論したい。
Ⅳ．チャイニーズ・ミュージアムと新しいタイ
プのシンガポール華人の台頭
　アンダーソンは『想像の共同体』増補改訂版
のなかで，国民（nation）形成のためには，地
図，国勢調査，ミュージアムというシステムの
存在が不可欠である，と議論している［アンダー
ソン…2007］。アンダーソンを援用して吉荒夕紀
は，ミュージアムは「物を通して独自の文化や
歴史を共有する共同体」であるとした［吉荒…
2014：…7］。
　アンダーソンや吉荒の議論は，国民という想
像の政治的共同体を形成するためのミュージア
ムの機能に着目している。これはナショナル・
ミュージアムに関する議論であり，それをその
ままシンガポールでのエスニック・ミュージア
ムの分析にあてはめることはできない。しかし，
エスニック集団もまた想像の共同体であること
から，エスニック・ミュージアムもまた，エス
ニシティを形成するためには不可欠の存在と言
えよう。本稿でこれまでに紹介してきたように，
シンガポールにはエスニック・ミュージアムが
多数存在している。しかも華人系シンガポール
人関連では，チャイニーズ・ミュージアムが 5
館も存在する。それはなぜか。どのように説明
できるか。
　多数のエスニック・ミュージアムはNHB自
体の設立目的に沿って設立された。すなわち，
「NHBのミッションは，教育・国民形成・文化
理解のために我々の共生社会で共有されてきた
遺産を維持し，讃えることにある
　［https://www.nhb.gov.sg/who-we-are/
about-us］」。つまり，英語を共通語として多民
族社会の統合を図ってきたが，各エスニック集
団の文化遺産を維持し，相続させることで安定
した持続可能な国民統合を目指す政策意図があ
る。
　いうまでもなく政策は国民の意識や行動に影
響を及ぼす。シンガポールの場合は，CMIO政
策のように，エスニック集団を維持しながらの
国民統合の経験，それに加えて英語中心の 2 言
語教育政策が存在していた。これらの政策の下
で，国民はシンガポール国民という意識を構築
しながらも，同時にエスニックな集団への帰属
意識や，エスニックな集団を超え，時には国境
を越える英語という言語集団への帰属意識をも
形成してきた。政策は客観的認知の在り方を提
供するが，その下で国民は個人や集団としての
主観的認知を変容させていくのである。社会変
動の過程で，自らのエスニシティの在り方を最
も問われてきたのが華人であった。
　このようにまとめてみると，本稿で取り上げ
た 3 つのエスニック・ミュージアム，チャイニー
ズ・ヘリテージ・センター，チャイナタウン・
ヘリテージ・センター，プラナカン・ミュージ
アムは，20世紀末から21世にかけてのシンガ
ポール華人の特徴を多様な側面から反映してい
ると議論できる。このような多様化はシンガ
ポールの社会変動に伴いその需要に応えて生じ
てきた現象である。まずは中国出身地域との絆
を最も意識しているチャイニーズ・ヘリテー
ジ・センターはディアスポラを展示の主眼に置
き，次にシンガポール島への土着化を強調した
チャイナタウン・ヘリテージ・センターはロー
カル化，そして地域文化とのハイブリディティ
を強調したプラナカン博物館へと，シンガポー
ル社会変動と共に華人アイデンティティの表象
は多様化してきたことがわかる。
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　これらの複数の博物館がどれも閉館すること
なく現在も併存し，主に華人系によって運営さ
れているということは，現代はシンガポール国
民という枠組みのなかで華人自らがアイデン
ティティを模索する時代となっているといえよ
う。この点を明らかにするために， 3 つの側面
に基づき新しい現象について説明していく。
　第一にディアスポラについてである。そもそ
もシンガポールの華人系のエスニシティ研究は
ディアスポラ研究から始まった。スチュアー
ト・ホールによると，ディアスポラという民族
の拡散・移動には，常に故郷・祖国の存在が前
提となっている。
　あらゆる移民が迫られる古典的な問いは
次の 2 つ。「お前はなぜここにいるのか？」
「いつ祖国に帰るのか？」………聞かれて初
めて，彼女なり彼なりは，深遠な意味で，
自分が決して帰ることはないだろうという
ことを，現実に悟るのだ。移住とは片道旅
行。帰るべき「祖国」などない。
　そんなもの初めからなかったのだ［レイ…
1998：…216-217（原著はHall…1987：…44）］。
　華僑のディアスポラ研究においては，故郷に
戻ること，帰郷すること，すなわち中国側から
の視点が前提とされている。1960年代独立当時
の頃の華僑研究は，20世紀前半や独立前の英領
マラヤに苦力としてシンガポールに移民した華
僑（ 1 世）を対象としたものが多かった。当時
はオーラルヒストリーの調査手法が用いられた。
　ところが，華人も世代が進みシンガポールに
土着し，一部には英語化も進行すると，初期の
「ディアスポラ」としての当事者意識は薄くなっ
てきている。シンガポールに土着した現在のプ
ラナカンを例にとると，私がインタビューした
最も長く系譜を辿れる人で 8 世，その子供世代
は 9 世となっている。あるいは19世紀からの移
民でも，3 世，4 世の華人の世代にとっては「帰
る故郷などない。故郷はここにある。私の心の
中に」という言葉がまさしく当てはまる。この
ようにディアスポラ華人にとって，中国は祖先
の地ではあるが，自分たちにとっては「戻る，
帰る（return）」場所ではなく，「行く（go），
訪ねる（visit）」場所となっているのである（6）。
　21世紀に入ると，ディアスポラ華人のあいだ
でも，伝統文化の隔世継承という新しい現象が
起こってきた。これは1990年代以降，特に21世
紀になってから急増してきた中国からの新移
民，新華僑の流入がもたらした現象である。中
国からの新移民は19世紀の移民と同様に，同郷
組織を頼ってきている。新華僑に頼られること
で，華語教育を受けてきた世代，また英語化し
たシンガポール社会の中心から外れ，また仕事
も一線を退いている華僑世代が再び活性化しつ
つある（7）。
　第二はローカル化についてである。チャイナ
タウン・ヘリテージ・センターでは地域化をテー
マとした展示に重きを置いてきた。この地域化
をテーマとした展示に関しては，NHBの活動
には2000年代になってから新しい動きが生まれ
ている。それはミュージアムという建物を離れ，
街全体をミュージアムとして体験する，体験型
の展示を実施し，そしてその展示によるコミュ
ニティ（とその歴史）とのかかわりを重視する
ようになってきたことである。国家のある歴史
的出来事，またはあるエスニック集団の歴史に
関わる出来事を，それが発生した場所を辿りな
がら臨場感を持って歴史を体験する，という趣
向である。「〇〇の道（○○trail）」が次々と設
置されてきた。
　チャイナタウンではセンターの出口を出た後
も，周辺地域に19世紀から20世紀に入植した華
僑華人たちの生活ぶりを偲べるよう，さまざま
な説明文や指示板が掲示されている。たとえば，
センターの出入り口にはサムスイ・ウーマン像
が設置されている。サムスイ・ウーマンは建国
の苦難の時代を象徴する記号化された労働者像
である。この像はセンターに入る人々には館内
に誘う役割を，センターから出てきた人々には
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トレイルを辿るための道案内人の役割を果たし
ているように見える。
　実はこのような「○○の道」を作り，市街地
を舞台に生きた歴史を体験させる仕掛けは，シ
ンガポール独自の発想ではなく，すでに欧米で
盛んになっている趣向をシンガポールでも取り
入れたものではある。たとえば，古くは欧州に
おけるサン・チャゴ・デ・コンポステーラ・ト
レイルから，1960年代の米国バークレーにおけ
る学生運動や黒人人権運動のトレイルなどに至
るまで。しかし，シンガポールでそれを可能に
したのは，2000年代に入り国民の（英語を教授
媒体とした）教育が普及し，生活水準が上がっ
て文化的事物に興味を持つゆとりができたこと
があげられる［Karthigesu　2010：54］。
　第三は，ハイブリッドな華人についてである。
プラナカン・ミュージアムの展示に見るように，
海峡華人とも呼ばれるプラナカンは中国文化と
マレー文化，そしてインド文化やイギリス文化
までも取り入れ文化的に混交した独自の文化を
作り上げた。翻って21世紀の現在に目を転じる
と，華人系シンガポール人の若者層は，シンガ
ポール島という土地に生まれ，そこに居ながら
にして英語を共通語とし，やはりその地に生ま
れた他民族と混淆した文化を育み，同時にシン
ガポールや華人という枠にすらとらわれずに英
語圏という空間で新たな形で人間関係を構築す
るようになった。前章であげたタンの分類に倣
うなら，かれらは英語という言語を共通語とす
る新世代のババ・チャイニーズ，「新プラナカン」
とも呼べるような新たなハイブリッドな華人で
あるといえよう（8）。
　プラナカン・ミュージアムを企画・運営して
いるNHBのスタッフたちにも新プラナカンに
分類できる人々がいる。つまり，家庭内でも英
語を主言語としてシンガポールという多民族・
多文化社会に育ち，英語で高等教育を受けてい
る華人たちである。彼らの多くはイギリスやア
メリカで博物学の学位を持つか，または英米圏
に留学経験を持つ教授に師事した経験を持つ。
ゆえに，ミュージアムの企画のコンセプト，そ
の展示方法などについても英米圏で学んだ方
針・方法が色濃く反映されていることがわかる
［English…Heritage…2019］。たとえば，シンガポー
ル文化が英米圏と対等な長い伝統文化の遺産を
持つことを喧伝すべく，シンガポール独立50周
年記念の国立博物館での特別展は「シンガポー
ル700年史」と銘打った。かつては1819年スタ
ンフォード・ラッフルズのシンガポール島上陸
時がシンガポール史の起点とされた。ところが，
この展示では，13世紀にスリヴィシアの王子サ
ン・ニラ・ウタマ（San…Nila…Utama）がパレ
ンバンから逃れてシンガプーラ王国を建設した
700年前の時点がシンガポールの始まりと位置
づけられた。この700年史においてはラッフル
ズの上陸は，微妙な問題を孕みつつも近代開始
へのひとつのマイルストーンとして扱われてい
る。
　新しい傾向として，英語教育で育った若い世
代が中国文化のなかでもハイ・カルチャーに興
味を持ちだしている。特に親の世代も英語教育
を受けた高学歴の若い華人系シンガポール人は
英語圏文化で育ったがゆえに，価値観，趣味・
嗜好も英語圏の影響を受けている。たとえば，
その彼らがなぜ，さかんに『紅楼夢』を読むよ
うにと筆者に勧めるのかが疑問であった。しか
し，彼らが学校でシェークスピアのソネットを
暗唱するレシテーション大会などを体験してい
ることを聞くに及び，おそらく英文学史におけ
るシェークスピアと同等の文学史的位置づけに
ある中国文学の作品を選択しているのではない
か，と推測する。推測の一つの根拠として紅学
（『紅楼夢』研究）にはいまや世界大会があり，
世界各地から華人の研究者も集うという（9）。た
だし，このような世界大会における公用語は中
国語と英語であるという。ゆえに，世界中から
集まった華人が，中国語ができずに英語で会話
しているという現象ももはやまれではない。保
守的な研究者は中国語の識字・運用能力がない
限り，「本物の」中国文化研究者とはいえない，
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と主張する者もいる反面，逆に中国語に不自由
な華人が世界各地から中国文化に興味を示し
集っていること自体が，中国文化のグローバル
化を表している，と主張する研究者もいる（10）。
　このような英語を共通語とした「新プラナカ
ン」が若いシンガポール華人のマジョリティに
なりつつある現在，この人口動態の変化が華人
文化のみでなく国民文化にもどのような影響を
及ぼすか，注目していきたい。
＊本論文は，科学研究費基礎研究（C），研究
課題「シンガポールの「英語化」にみる歴史観
創造と伝統文化継承への影響に関する研究」（研
究代表者：平島みさ（奥村みさ）平成29年度〜
32年度）の研究成果の一部である。　
＊＊謝辞：本稿作成にあたり，インタビューに
答えてくださった方々，またご協力をいただい
た方々，特に山本須美子東洋大学教授と山本信
人慶応義塾大学教授には貴重なご助言をいただ
きました。ここに感謝の意を表します。
＜注＞
⑴　最初に本論で使用する術語を確認しておきた
い。
　①…　チャイニーズ（Chinese）：…シンガポール政
府の人口統計では，「チャイニーズ」の定義…
を「福建，潮州，広東，客家，福州，上海な
どの中国に起源（origin）を持つ者。」として
おり，シンガポール独立以前にシンガポール
に移民してきた華僑・華人と独立以降の移民
との間に明確な境界線を引いていない。
　　…（https://www.singstat.gov.sg/-/media/files/
publications/cop2010/census_2010_release3/
glossary.pdf（2019年10月25日閲覧）
　　…　ゆえに，すべてのシンガポール国籍をもつ
中国起源の人々は「チャイニーズ」と分類さ
れる。本論ではこの定義を使用する。
　②　中国人：中国国籍の中国国民。
　③…　華僑：中国から他国へ移民した人々。移民
1 世。
　④…　華人：華僑の子孫で，原則として華僑の移
民先で誕生，成長し国籍を持つ人々。
　⑤…　プラナカン（Peranakan）：「（この）土地に
生まれた者」という意味だが，，広義には民族
的に混淆した先祖を持つ人々に対して使用さ
れる呼称である。華人系プラナカンが大多数
を占めるが，東南アジアではアラブ系，イン
ド系，ユーラシアンのプラナカン共同体も存
在する。本論では特に指定しない限り，華人
系プラナカンを扱う。彼らは，15世紀から17
世紀に中国本土からマレー半島と英領海峡植
民地であったマラッカ，ペナン，シンガポール，
そしてオランダ領東インド（現インドネシア）
といった東南アジアに移民してきた人々とそ
の子孫である。
　⑥…　エスニック集団：本論ではシンガポールの
人口構成を議論する際に英語の術語として使
用される“race”の和訳として「エスニック
集団」を使用する。そのまま日本語の一般的
な辞書にあるように訳せば「人種」だが，マレー
シア・シンガポール研究においては「種族」
と訳する場合もある。本論ではエスニシティ
の認知問題を扱うため「エスニック集団」の
訳を使用する。“race”という語は21世紀現在，
“racial…discrimination”というように否定的な
表現で使用されることが多い。独立後も植民
地時代から慣用してきた“race”に代えて，
近年は政府発行の年鑑でも“エスニック集団
ethnic…group”が使用されている。なお，国勢
調査の際には自分の属するエスニック集団は
自己申告で回答することになっている。
　　…（https://www.singstat.gov.sg/-/media/files/
publications/reference/yearbook_2019/
yos2019.pdf（2019年10月25日閲覧）
　⑦…　ミュージアム：「博物館」，「美術館」，「カル
チュラル・センター」を含む文化・芸術作品
展示施設。
⑵　華人系プラナカンはチャイニーズか，につい
ては数多くの議論がある。シンガポール政府の
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人口統計ではプラナカンはChineseに分類される
が， 文 化 的 分 類 で はMalay,…Chinese,… Indian,…
Peranakan,…Eurasianと主要文化を 5 種類に分け
ている。また，子供向けにエスニック文化を教
えるCulture…Seriesでもシンガポールの主要文化
を 5 冊に分けて発行している。特にPeranakan…
Cultureの本では，イギリス植民官が“Are…you…
Chinese?”と尋ねると，“No,…I…am…Baba.”と答え，
後ろに立っている辮髪の中国人と差異化する挿
絵もある（Gateway… to… Peranakan… Culture…
2003：13）
⑶　https://www.straitstimes.com/singapore/
singapore-to-mark-200th-anniversary-of-raffles-
arrival…（2019年10月25日閲覧）
⑷　https://www.nhb.gov.sg/what-we-do/our-
work/preserve-our-stories-treasures-and-places/
national-monuments-and-marked-historic-sites/
national-monuments-in-singapore…（2019年10月25
日閲覧）
⑸　サムスイ・ウーマンSamsui…Woman（三水婦
女）：1920年代から40年代にかけて，広東省旧三
水県からマラヤとシンガポールに移民して，主
に土木建築業に従事した女性たちを指す。彼女
たちはクーリー（苦力：中国から移民した男性
労働者）と共に海峡植民地を建設し，独立後の
シンガポールとマレーシアの基礎を造った，と
称えられる。紺色の服に赤い頭巾という特徴的
な服装で，一生独身であった。
　　彼女たちのイメージはシンガポール独立50周
年には建国のシンボルとしてマーケティングや
観光で大量に消費され，たとえばタカシマヤの
ローズちゃんやマクドナルドの景品のハローキ
ティなどにもサムスイ・ウーマンのコスプレ版
が登場した。ディム・サム・ドリーズDim…Sum…
Dolliesと い う コ メ デ ィ エ ン ヌ の 3 人 組 は
“Singapore…History”という演目で，サムスイ・
ウーマンに扮してストーリーテラーの役を演じ
た。
⑹　2018年 9 月，Singapore-Yale…Collageのタン・
チーケンTan…Chee-Keng准教授への聞き取り。
　「私の先祖は潮中出身なので，簡単な日常会話な
ら潮中語を話すことができます。興味深かった
のは，中国から来た学生が『君の中国語には隣
村のアクセントがある』と言われたことです。
それで北京大学に留学中に実際にそこに行って
みたら，村人が皆，私の祖父のような話し方な
のですよ。驚きました。」
　　また，ピーター・リーPeter…Leeプラナカン協
会元会長は，ロンドン大学SOAS校留学当時に広
州の「父祖の地」を訪ねた旅行記を協会誌に寄
せている。
　　Lee,… Peter…“Of… Bohea… and… Bakol… Siah：…
memories…of… a…Baba’s…visit… to… the… land…of…his…
Ancestors”…The Peranakan,… January-March…
2009,…pp.4-8.
⑺　たとえば，潮中省出身者が組織している義安
公司（Ngee…Ann…Kongsi）の活発な新華僑支援
は特筆すべきであろう。潮中省出身者は福建省
出身者に次ぐ 2 番目に人口の多い華人系集団で
ある。市街中心部オーチャード通りの中央に位
置するショッピングセンター義安城にはタカシ
マヤもテナントで入居しており，中華学校のラ
イオンダンス・コンテストなども開催し，伝統
文化の保存・振興に努めている。義安公司は毎年，
新華僑の就職斡旋や居住地の世話などもしてい
る。これはシンガポールで英語化が進行する中，
年配の世代と潮中省からの若者移民が同じ言語
で話し，共通の文化を共有するという，隔世間
の文化共有・継承が生じているのである。実の
孫とは言語の壁があり，自身の内なる「中国伝
統文化」を次世代に伝承したくともできずもど
かしい思いをしてきた世代が，中国大陸から孫
世代の若者たちを歓迎している。
⑻　そのひとつの兆しとして，ハリウッド映画『ク
レ イ ジ ー・ リ ッ チ！（ 原 題　Crazy…Rich…
Asians）』へのシンガポール人のコメントがある。
この映画はシンガポールが舞台なのであるが，
意外なことに華人系の人々の評価は必ずしも芳
しくない。筆者が何人かの英語を第 1 言語とす
る30代の華人系シンガポール人に聞いたところ，
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この映画には華人ばかりでてきて，シンガポー
ル社会の多民族性が反映されていない，登場人
物がシングリッシュを話していないなど。華人
性よりもナショナル・アイデンティティを前面
に出した感想のほうが多かった。これは個人的
な経験であり即時に普遍化できる傾向ではない。
しかし，筆者が20年以上シンガポールを定点観
測してきて，華人系シンガポール人自身が国内
の他のエスニック集団の人々との「われわれ意
識」を華人性より優先して表明するのは新しい
発見であった。
⑼　2019年 2 月27日，王雪萍准教授からの指摘を
受け，調査した。
⑽　2017年 9 月 4 日（於：南洋工科大学）の以下
のシンポジウムの懇談会にて。
　“Singapore… &… Hong… Kong：… Comparative…
Perspective… on… the… Occasion… of… the… 20th…
Anniversary…of…the…Handover”
　http://www.ntu.edu.sg/IAS/Events/2017/HK-
SG/Pages/default.aspx
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Abstract
The Diversity of “Chineseness”in Chinese Museums in 
Singapore:
Diaspora, Locality and Hybridity
OKUMURA Misa
In this paper, we categorize a variety of expressive Chinese identity styles by analyzing the exhibitions 
and activities of three Chinese museums in Singapore.
Singapore is a young multiethnic and multicultural city-state.  Since the 1990s, the National Heritage 
Board has started to establish ethnic museums for the three major ethnic groups―Chinese, Malay and 
Indian―one by one, to preserve and to pass down their ethnic cultures to the next generations.  First 
established was the Chinese Heritage Centre in 1995, followed by other ethnic museums.  Each museum has 
been established according to the need of each stage of Singapore’s history.  Exhibition content and 
presentations of each ethnic culture symbolize the ethnic identity of each group.  Interestingly enough, five 
out of the total of seven museums are Chinese ethnic museums.
In this paper, we first chronologically follow the establishment of the museums.  We consider the 
characteristics of their exhibitions that visualize the various attributes of Chinese Singaporean ethnic identity. 
Each characteristics of the exhibitions―diaspora, locality and hybridity―reflects the social situations of 
Chinese Singaporeans at each stage of Singapore’s history.  Then, we consider the reasons why multiple 
museums exist only for the Chinese.  We argue that the underlying reasons for the decision to build multiple 
museums could be found in the social changes surrounding Chinese Singaporeans in the 90s: the 
Englishization of the society and the growing numbers of newcomers from mainland China.  Lastly, we 
introduce the new type of hybrid Chinese generation who are English-natives and their new trends of cultural 
activities.
Key words:  Singapore, Ethnicity, Peranakans, Overseas Chinese, Museum
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